
ソ
ノ
ー
ー
ソ
ラ

石
、
三
年
十
二
且
百
武
十
石
を
陥
惜
し
、
延
享
二
年
大

小
将
組
、
三
年
御
馬
廻
組
に
斡
じ
た
。
兵
太
夫
究
延

元
年
十
月
七
日
大
槻
朝
元
町
駅
刊
に
座
し
て
篠
島
縁

部
に
御
預
と
な
り
、
次
い
で
e

奥
村
主
水
に
預
替
へ
ら

れ
、
二
年
六
月
七
日
そ
の
所
で
病
死
し
た
。
時
に
三

十
四
説
。

ソ
ノ
ダ
マ
サ
ト
モ

園
田
政
朝
逝
棋
兵
次
郎

・

伊
緑
・
市
兵
衛
。
元
文
二
年
尖
兵
次
右
衛
門
の
治
知

百
石
を
腿
ぎ
、
前
川
窓
酬
明
の
御
小
附
川
崎
明
と
な
り
、
貸

出m
三
年
五
十
石
を
加

へ
、
後
御
馬
廻

・
御
近
間
臼
番
か

ら
次
第
に
界
施
し
て
御
先
街
頭
に
索
。
、
天
明
六
年

百
石
を
加
へ

、
文
化
二
年
残
し
た
。

ソ
ノ
ダ
リ
ザ
エ
モ
ン

園
田
理
左
衛
門
御
待
問

足
柄
で
後
に
小
聞
に
泌
み
、
。￥保
十
一
一
年
御
小
人
間

と
な
り
、
元
文
元
年
八
月
御
歩
小
阿
部
と
し
て
新
知

百
有
を
受
け
、
同
年
九
且
十
九
日
夜
し
た
。

ソ
ノ
ト
モ
シ
其
燈

一

加
。
金
搬
の
例
人
合
裂

の
者
。
京
師
耐
震
治
兵
衛
仮
。
加
鉛

・
能
殺
の
伺
句
を

多
〈
集
め
た
も
の
。
序
文
に
覧
延
戊
医
の
と
し
烏
道

下
入
道
会
架
と
あ
り
、
訟
は
録
門
大
限
。
令
裂
は
こ

の
年
七
J
I

二
歳
で
あ
っ
た
。
本
餅
に
は
刊
犯
が
然

、。L
 

図
白
菊
活
字
本
一
加
。
菊
間
出

中
間
柄
之
と
そ
の
嗣
子
猛
之
と
の
作
献
を
集
め
た
も

の
。
明
治
二
十
年
九
月
高
白
米
胞
の
序
が
あ
り
、
際

問
容
知
は
波
文
を
以
て
父
子
の
仰
を
酷
い
て
日
る
。

ソ
ノ
フ
ル
サ
ダ

図
古
定

遇
制
孫
左
衛
門
。
滞

閉
山
崎
氏
に
仕
へ
て
跨
合
の
術
に
諮
L
、
天
明
戊
申

九
且
八
日
六
十
二
段
を
以
て
波
し
た
。

ソ
ノ
ポ
ウ
ダ
キ
曾
の
訪
瀧
珠
洲
郡
春
日
野
な

る
般
若
川
の
上
流
四
粁
に
あ
る
。
能
管
誌
に
、『
鼠
川

の
奥
山
に
日
手
の
耐
と
い
ふ
あ
り
。
虹
の
前
と
も
い

へ
り
。
樹
液
へ
礁
を
打
て
ば
忽
白
虹

I
B切
る
な
り
。

y

J
ノ
キ
h
y

放
に
此
下
流
を
虹
見
川
と
呼
べ
り
。
』
と
い
へ
る
虹
の

澗
も
亦
口
主
で
あ
る
。

ソ
パ
ゴ
シ
ョ
ウ
側
小
将

御
側
小
仰
は
滞
侠
側

近
に
在
っ
て
問
坊
を
足
す
年
少
の
従
で
、
総
の
末
期

に
在
っ
た
。
御
側
小
怖
か
ら
拠
小
終
に
判
じ
て
ゐ
る

か
ら
、
出
現
小
将
即
ち
昔
の
小
々
時
と
は
別
稿
と
見
え

る。
ソ
パ
ゴ
シ
ョ
ウ
パ
ン
ガ
シ
ラ

側
小
将
番
頭

御

側
小
将
に
は
組
町
が
な
〈
、
御
諮
問
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
お
永
七
年
(
安
政
元
〉
二
月
品
川
凶
日
新
た
に
二

人
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
役
料
百
五
十
石
。

ソ
バ
ゴ
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
メ

側
小
将
横
目

文
久
三

年
七
且
什
一
日
新
鋭
に
御
側
小
将
御
航
岡
両
人
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
役
料
百
石
。

ソ
パ
シ
ミ
ヅ
ワ
h
F
リ

岨
清
水
渡
白
山
尚
治
口

の
宥
絡
で
、
天
地
室
戸
か
ら
東
行
し
て
加
に
泌
ふ
山

総
宇
一
い
ふ
。
長
さ
一
粁
。

ソ
ハ
マ
祖
涜
附
出
品
川
叩
奥
際
保
に
闘
す
る
郎
官
問
。

能
呂
官
名
跡
志
に
、
『
組
前
Jm
会
領
也
。

陀
躍
は
家
屋
氏

と
て
、
よ
き
百
姓
也
。
』
と
あ
る
。

ソ
フ
ウ

素
風
河
北
郡
秋
抗
凝
宗
一
一
山
恢
治
安
寺

の
住
持
で
、
そ
の
名
宇
一山
間
設
と
い
ひ
、
倒
的
そ
河
A
H

見
鼠
に
慰
ん
で
悲
風
と
獄
し
た
、
文
政
十

一
年
十

一

月
廿
四
日
八
十
六
放
を
以
て
寂
。

ソ
フ
ガ
ハ
添
川

掠
部
考
古
遊
記
に
、
総
印
由
民

間此天

E
R
年
八
月
八
日
柴

m勝
家
の
加
賀
に
入
っ
た

僚
に
、
深
川
を
河
名
と
な
L
、
添
川
・
手
取
川
脅
怒

る
と
訟
き
、
ロ
m
m
M
胤
は
添
川
歌
泌
川
と
な
し
、
古

へ
手
取
川
二
振
あ
っ
て
、
商
を
波
川
、
北
hr・
手
取
川

と
い
う
た
と
す
る
顎
は
、
皆
誌
で
あ
る
と
論
じ
て
民

J
a司
4
2

・'

る
。
こ
れ
は
橋
川
を
相
河
村
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
矢
張
。
能
川
と
す
る
設
を
取
る
べ
き
で
あ

ら
う
o
J
テ
ド
リ
ガ
ハ
手
取
川
。

四
八
六

ソ
ヲ

γ
プ

ヲ

曾
一
一
蹴
同
軍
部
南
北
郷
に
邸
す
る
部
町
問
。

能
昌
有
名
跡
志
に
、『
家
敏
六
十
粁
掛
川
。
此
村
の
後
に
お

っ
て
お
山
見
ゆ
る
は
、
日
木
の
銘
打
山
也
。
此
庇
よ

り
は
近
L
o
夜
干
、
此
村
の
領
也
。
』と
あ
る
。

ソ
プ
ク
ガ
ハ

曾
頑
川

以
雫
郡
河
内
側
山
か
ら

流
出
し
、
品
回
目
制
領
で
お
に
入
る
。
水
源
か
ら
八
粁
許
。

ソ
へ
ダ
ト
タ
ベ
エ

副
回
復
兵
衛
初
め
椛
六
。

御
歩
に
任
じ
、元
政
十
二
年
副
光
院
御
附
…開
校
勤
め
、

新
知
百
科
一
党
交
け
、
山H
永
六
年
間
担
。
子
孫
制
鍛
い
で

滞
に
仕
へ
る
。

ソ
マ
h
F

承
久
三
年
注
准
の
能
管
凶
回
数
目
録
臨
烏
却
の
-
ヲ
ち

に
大
屋
駅
内
穴
水
保
・
合
山
間
縫
・=
一
卦
保
な
ど
が
あ

る
。
さ
れ
ば
詰
時
円
程
等
の
地
方
は
皆
血
応
部
に
邸
し

て
ゐ
た
と
見
え
る
。

ソ
ヤ
マ
タ
ウ
ゲ

曾
山
峠

臥
一
宅
部
本
木
か
ら
白

山
の
部
古
川
に
出
る
聞
の
峠
。
一
品
さ
一
三
八
米
。

ソ
ヤ
マ
ダ
エ
曾
山
谷
鹿
島
附
春
木
の
内
の
小

説
4
0

素
有

ー
〆
イ
ネ
ン
ソ
ユ
ウ

大
年
ポ

ソ
ユ
ウ

有
。

Z且
誠

曾
叉

凶
-
宇
都
上
町
野
郷
に
闘
す
る
部

吉年。

y
ユ
ウ

祐
。

ー
テ
y
ヨ
ウ
ソ
ユ
ウ

天
間
引
阻

組
命

ー
テ
ン
セ
Y

ソ
ミ
ヨ
ウ

天

曾
夏

臥
宇
一端
諸
梅
郷
に
邸
す
る
柑
出
昨
問
。

脅
民
の
名
は
文
剛
山
ご
年
の
即
時
削
指
六
郷
凶
鍬
阿
般
に
見

え
る
。

能
殺
名
跡
芯
に
は
、
『M
T
村
吟
廻
れ
ば
品
目
良
・

鹿
抽
出
器
耶
と
て
磯
併
三
タ
村
あ
り
。
皆
公
領
也
。
信

良
村
近

L
o
坂
東
と
て
古
き
百
姓
あ
り
。
』
と
促
す

ヲ。。

ソ
マ
タ
ヤ
マ

曾
又
山

凶
宅
部
品
H
W
人
の
部
山
市
か

ら
四
方
に
白
石
山
。
山
さ
二
抗
一
泊
米
。
地
釘
第
三
紀

脳
。

ソ
ミ
ヨ
ウ

先
組
命
。

ソ
メ
ヰ
テ
イ

染
井
慰

nM山
に
あ
っ
た
加
賀
滞

郎
。
そ
の
れ
革
は
詳
か
で
な
い
が
、
手
保
九
年
十
月

・1
入
目
前
川
吉
田
徳
の
生
母
預
玄
院
が
染
引
の
新
郎
に

終
彼
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

ソ
メ
ヱ
染
絡

加

賀

で
産
し
た
救
出
聞
が
、
前
出

綱
紀
の
切
肌
に
大
に
縫
越
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、『
事
保

侃
氏
子
六
月
十
京
日
於
加
州
御
門
前
附
染
防
茂
平
』

の
紋
級
あ
る
禁
式
部
域
政
税
制
の
染
給
懸
備
が
、
現

に
東
京
mw
室
博
物
飢
に
政
せ
ら
れ
る
こ
と
で
も
わ
か

る
。
波
平
は
太
郎
刷
用出回
代
で
、
延
g
d四
年
十
一
且

に
観
し
て
ゐ
弔
。
こ
れ
ら
の
染
給
所
加
賀
友
剖
仰
と
携

す
る
こ
と
は
品
近
か
ら
初
っ
た
の
で
、
た
と
ひ
そ
の

工
科
が
京
の
友
部
染
と
同
じ
い
に
し
て
も
、
さ
う
し

た
名
制
は
滞
政
の
頃
に
な
か
っ
た
。

ソ
モ
ン
祖
文

」
ジ
コ
ウ
ソ
そ

y

ソ
ヤ
マ
曾
山

ソ
ラ
グ
マ
空
熊

臥
草
加
大
田
出
庄
に
関
す
る
部

族
。
明
治
中
に
奈
り
吠
木
を
併
合
し
た
。

ソ
ラ
コ
ウ

曾
一一良
港

臨
京
協
に
在
る
。
階
方
七

尾
北
間
の
大
口
海
峡
に
而
L
、
能
続
日
の
組
舟
ャ
捕

に
射
し
、
取
に
松
1
町
、
聞
に
加
担
問
附
が
あ
っ
て
、

小
結
の
風
披
を
避
〈
る
に
仰
が
よ
い
。
夜
間
一

O
O

米
、
南
北
二

O
O米
、
水
深
三
米
。

ソ
ラ
バ
ヤ
シ
空
林

珠
洲
都
九
里
川
尻
の
内
の

小
手
。y

ラ
バ
ン
ド
ウ
曾
夏
坂
東

臥
煎
榔
品
川
良
の
笛

家
坂
東
氏
を
、
小
伊
勢
坂
東

・
長
井
坂
東
に
射
し
て

官
民
坂
東
と
い
ふ
。
そ
の
組
先
は
、
石
動
山
院
内
多

様
の
枝
村
こ
ろ
さ
か
ら
移
っ
た
と
い
ふ
。
坂
東
は
番

湖
で
、
村
の
小
型
を
勤
め
た
家
で
あ
ら
う
。
し
か
し

能
資
名
跡
志
に
は
、『
坂
東
と
て
古
き
百
姓
あ
り
。

利

字
削
組
文
。

臥弔
問
郡
山

m郷
に
回
す
る
部
稿
。


